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７
月
７
日
、
不
二
羽
島
文
化
セ

ン
タ
ー
で
市
制
施
行
70
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
内
外

か
ら
の
来
賓
・
招
待
者
の
ほ
か
、

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
や
保

護
者
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
井
市
長
は
「
10
年
先
、
20
年

先
に
お
い
て
も
、
市
民
と
し
て
の

誇
り
（
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
）
を

お
一
人
お
ひ
と
り
に
お
持
ち
い
た

だ
き
、
共
に
ふ
る
さ
と
羽
島
市
の

更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
」
と
冒
頭
で
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
特
別
功
労
者
の
表

彰
、
羽
島
市
文
化
セ
ン
タ
ー
合
唱

団
に
よ
る
「
羽
島
市
民
の
歌
」
の

披
露
、
市
の
あ
ゆ
み
や
Ｐ
Ｒ
動
画

の
上
映
、
美
濃
の
国
羽
島
太
鼓
に

よ
る
和
太
鼓
演
奏
、
羽
島
高
等
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
ほ
か
、「
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ 

Ａ
Ｎ
Ｄ　
Ｍ
Ｅ
Ｎ
」
の
メ
ン
バ
ー

で
市
出
身
の
辻
本
達
規
さ
ん
が
登

場
し
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
、
松
井
市
長
が

「
羽
島
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
近
年
の
国
際
情
勢
を

踏
ま
え
、
市
制
施
行
70
周
年
と
い

う
節
目
の
年
に
、
市
民
の
平
和
意

識
の
高
揚
と
市
の
平
和
に
対
す
る

姿
勢
を
形
と
し
て
残
す
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
す
。

　
同
宣
言
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
手
続
き
を
実
施
後
、
市
議

会
６
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
も

の
で
す
。
宣
言
文
は
、
下
段
の
と

お
り
で
す
。

節
目
の
年 

更
な
る
市
勢
発
展
を
目
指
す

約
７
０
０
人
が
出
席

児
童
・
生
徒
も
多
数
参
加

3

市
制
施
行
70
周
年 

記
念
式
典

多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

会
場
を
盛
り
上
げ
る

非
核
平
和
都
市
を
宣
言

PICK UP

式典の動画

市のあゆみ（オープニングムービー）
市制施行から 70 年を振り返るとともに、近年の
行財政改革・まちづくりの成果を動画にしました。

特別功労者表彰の受賞者

小森博昭さん
地域役員等の要職を歴任し、地域づくりや伝統文化
の継承に寄与するとともに、市内中学校のスポーツ
部活動の地域移行に尽力されました。

　

シビックプライドとは、「地域への誇りと愛着」を表す
言葉であり、今後の市政運営のキーワードです。
市の歴史や文化、市民の皆さんが築きあげてこられた幾
多の功績を改めて見つめ直し、ふるさと羽島市の発展、
次世代のまちづくりへ繋げていきます。

記念式典
movie

　 

問い合わせ先
秘書広報課

（内線 2321）

非核平和都市
宣言

　
恒
久
平
和
の
実
現
は
、
人
類
共

通
の
願
い
で
す
。

　
し
か
し
世
界
で
は
、今
も
な
お
、

繰
り
返
さ
れ
る
紛
争
に
よ
っ
て
尊

い
命
が
失
わ
れ
、
核
兵
器
の
存
在

が
人
類
の
未
来
に
深
刻
な
脅
威
と

不
安
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
は
、
世
界
で
唯
一
の
核

兵
器
に
よ
る
戦
争
被
爆
国
と
し

て
、
薄
れ
つ
つ
あ
る
戦
争
の
記
憶

を
常
に
新
た
に
し
、
惨
禍
の
歴
史

か
ら
平
和
の
尊
さ
を
汲
み
取
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
先
人
た
ち
の
英
知
と
不
断
の
努

力
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
、
美
し
い

郷
土
と
平
和
な
暮
ら
し
を
守
り
、

後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

は
、
わ
た
し
た
ち
羽
島
市
民
の
使

命
で
す
。

　
命
と
平
和
の
大
切
さ
を
深
く
認

識
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
戦
争
の

な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
を
誓

い
、
こ
こ
に
「
非
核
平
和
都
市
」

を
宣
言
し
ま
す
。

シビックプライド

髙木力さん
羽島商工会議所会頭等の要職を歴任し、平方第二土
地区画整理組合理事長として次期ごみ処理施設の建
設用地確保に尽力されました。

安田善治郎さん
日本ホッケー協会の要職を歴任し、国内ホッケーの
競技力向上に尽力するとともに、その経験を活かし
て市のスポーツ振興に寄与されました。

青山馥さん　青山るみさん
奨学金の支援、学校図書の充実・憩いの場となる公
園整備に関して、多年にわたる継続的かつ多額の寄
付により、市の教育環境の向上等に寄与されました。

はしマイスター・アンバサダー
羽島市のシティプロモーションを行っているはし
マイスター・アンバサダーを紹介する動画です。

中学生による地域紹介
5 校の生徒が自分の住む地域の特長や魅力を紹介
し、まちづくりへの願いを動画に込めました。

2024.8　広報はしま

オープニング 地域紹介 はしマイスター
アンバサダー

市長式辞

羽島市文化センター合唱団の皆さん
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市の一般会計・特別会計では、現金主義をとるため、年度末ま
でに収支原因の発生したものについては、原則として全てその
年度の収支として整理しなければなりません。そのため、年度
経過後、未収未払いの整理期間（5 月末まで）が設けられてお
り、実際の決算額は整理期間の執行状況を含めたものになるた
め、年度末（3 月末時点）と額が異なります。

決算額と異なる理由
一
般
会
計　

執
行
率
は
83
・
１
％

令
和
５
年
度
予
算
の
執
行
状
況

会計別 区分
収入 支出

予算額 収入済額 収納率 予算額 支出済額 執行率

病院事業
収益的収支 67億6,143 53億1,957 78.7％ 66億9,557 61億5,279 91.9％
資本的収支 4 億 1,880 3 億 8,241 91.3％ 7 億 1,373 6 億 4,836 90.8％

水道事業
収益的収支 9 億 33 8 億 9,159 99.0％ 7 億 9,420 6 億 5,163 82.0％
資本的収支 6,467 7,085 109.6％ 5 億 2,319 5 億 30 95.6％

下水道事業
収益的収支 14億5,805 15億4,992 106.3％ 14 億 680 13億1,354 93.4％
資本的収支 26 億 879 21億9,908 84.3％ 32億4,489 27億4,119 84.5％

区分 令和 5 年 3 月 31 日現在高 令和 6 年 3 月 31 日現在高

一般会計 199 億 3,112 186 億 7,602

特別会計 2 億 5,302 1 億 9,240

合計 201 億 8,414 188 億 6,842

市債の現在高
（返済が 1 年以上に及ぶ市の借金） （単位：万円）

問い合わせ先　財務課（内線 2491）　市民病院総務課☎（393）0111　上下水道部経営課（内線 2164）

企業会計執行状況
（事業収入で支出を賄うという独立採算を原則とする事業について設ける会計） （単位：万円）

会計別 予算現額
歳入 歳出

収入済額 収納率 支出済額 執行率
国民健康保険 68 億 7,769 69 億 3,291 100.8％ 63 億 645 91.7％

介護保険 60 億 5,598 55 億 4,449 91.6％ 53 億 6,990 88.7％
羽島市・羽島郡二町
介護認定審査会事業 2,742 2,745 100.1％ 2,244 81.8％

インター北土地区画整理事業 2,624 2,730 104.0％ 2,619 99.8％
駅北本郷土地区画整理事業 3,652 3,648 99.9％ 3,648 99.9％

後期高齢者医療 10 億 2,672 8 億 7,570 85.3％ 8 億 7,872 85.6％
合　計 140 億 5,056 134 億 4,433 95.7％ 126 億 4,019 90.0％

特別会計執行状況
（特定事業を行うため一般会計と別で経理する必要がある場合に設ける会計） （単位：万円） 市民 1 人当たりの事業負担額

金額は、一般会計の予算額を 3 月末日の
人口 66,412 人で割って算出しています。

歳入
一般会計予算執行状況 （一般的・基本的な事業を行う会計）

予算額　 272億6,636万円
収納済額 248億1,882万円（収納率91.0％） 歳出 予算額　  272億6,636万円

支出済額  226億6,092万円（執行率83.1％）

毎年 2 回、財政事情を公表してい
ます。今回は、令和 5 年度末の予
算執行状況で、数値は令和 6 年 3
月 31 日時点です。四捨五入の概
数であるため、積み上げと合計額
が一致しない場合があります。

市税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

市債

その他

89 億 417 万円
92 億 8,313 万円 （104.3%）
36 億 2,031 万円
36 億 2,031 万円 (100.0%)
51 億 4,789 万円
43 億 1,237 万円 (83.8%)
22 億 1,920 万円
18 億 4,838 万円 (83.3%)
10 億 9,535 万円
15 億 8,692 万円 (53.6%)
14 億 2,571 万円
14 億 2,571 万円 (100.0%)

33 億 9,933 万円
34 億 3,179 万円 (101.0%)

総務費

民生費

土木費

消防費

教育費

衛生費

公債費

その他

39 億 3,468 万円
31 億 4,809 万円 （80.0%）
107 億 949 万円
   92 億 4,765 万円 （86.4%）
39 億 289 万円
29 億 4,304 万円 （75.4%）
22 億 3,605 万円
17 億 1,517 万円 （76.7%）
18 億 4,546 万円
17 億 6,749 万円 （90.8%）
26 億 9,498 万円
20 億 6,704 万円（76.7%）
21 億 80 万円
20 億 6,380 万円（98.2%） 
18 億 4,200 万円
17 億 866 万円（84.2%） 

市の財政事情

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100 120
（億円）（億円）

民生費　　総務費　　衛生費　　教育費

161,258 円　59,247 円　58,768 円　40,580 円

土木費　　公債費　　消防費　　その他

33,669 円　31,633 円　12,731 円　12,678 円

議会費
商工費
など

14 億 5,440 万円
13 億 1,020 万円 (21.3%)

就学時
健康診断

　
市
内
在
住
で
令
和
７
年
４
月
に
小
学
校

ま
た
は
義
務
教
育
学
校
へ
入
学
予
定
の
幼

児
を
対
象
と
し
て
、
就
学
時
の
健
康
診
断

を
左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
健
康
診
断
は
、
就
学
前
に
幼
児
の

心
身
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、
必
要
に
応

じ
て
治
療
を
勧
め
る
な
ど
、
入
学
ま
で
に

健
康
面
で
の
準
備
を
始
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
詳
細
は
、
９
月
初
旬
に
対
象
者
の
家
庭

へ
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課
（
内
線
６

３
１
２
）

来年度入学児童来年度入学児童

就学前就学前
健康診断健康診断

学校名 実施日 開始時間

足近小学校 10月31日（木） 13：40

小熊小学校 10 月 7 日（月） 13：50

正木小学校 10 月 2 日（水） 13：30

竹鼻小学校 10月18日（金） 13：20

中央小学校 10月21日（月） 13：30

福寿小学校 10 月 4 日（金） 13：30

堀津小学校 10 月 8 日（火） 13：20

中島小学校 10月10日（木） 13：30

桑原学園 10 月 3 日（木） 14：15

　
台
風
や
大
雨
は
、
毎
年
大
き
な
災
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。
警
報
な
ど
の
気
象
情
報

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
災
害
へ
の
備
え

を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
や
大
雨
が
来
る
前
の
準
備

・ 

風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
屋
内
へ

移
動
さ
せ
る
か
、し
っ
か
り
固
定
す
る
。

・ 

側
溝
や
排
水
溝
を
掃
除
し
て
水
は
け
を

良
く
す
る
。

・ 

停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ

オ
、
携
帯
ボ
ン
ベ
式
コ
ン
ロ
や
食
料
、

水
な
ど
も
用
意
す
る
。

台
風
や
大
雨
が
接
近
し
て
き
た
ら

・ 

大
雨
の
時
は
、
増
水
し
た
用
排
水
路
に

転
落
す
る
事
故
が
多
い
た
め
、
危
険
な

場
所
に
は
近
づ
か
な
い
。

・ 

外
か
ら
の
飛
来
物
に
備
え
て
、
カ
ー
テ

ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
降
ろ
し
、
雨
戸
を

閉
め
る
。

・ 

家
の
周
辺
に
浸
水
の
危
険
性
を
感
じ
た

場
合
は
、
外
に
は
出
ず
、
建
物
の
２
階

以
上
へ
避
難
す
る
。

自
主
避
難
所
利
用
時
の
お
願
い

・ 

自
主
避
難
所
の
開
設
は
、
防
災
行
政
無

線
、
は
し
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・ 

避
難
所
で
は
食
料
品
や
日
用
品
を
提
供

し
ま
せ
ん
。
各
自
で
食
料
等
の
最
低
限

の
必
需
品
を
準
備
し
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
危
機
管
理
課
（
内
線
５

１
０
３
）

事
前
の
準
備　
　

台
風
や
集
中
豪
雨
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
！

　
仕
事
は
思
い
を
伝
え
る
こ
と
。
ど
ん
な

職
種
で
あ
れ
「
美
味
し
か
っ
た
」「
こ
れ

が
あ
っ
て
助
か
っ
た
」
と
皆
に
喜
ば
れ
た

い
。
取
材
も
同
じ
だ
。
記
事
に
し
た
情
報

が
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
書
く
▼
オ
ウ
ム

真
理
教
に
よ
る
松
本
サ
リ
ン
事
件
か
ら
30

年
。
当
時
、
第
１
通
報
者
の
河
野
義
行
さ

ん
は
警
察
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
犯
人
視
さ
れ

た
。
メ
デ
ィ
ア
は
オ
ウ
ム
の
犯
行
と
判
明

後
、
河
野
さ
ん
に
謝
罪
し
「
お
わ
び
」
を

掲
載
し
て
い
る
▼
私
の
同
僚
は
河
野
さ
ん

か
ら
「
苦
い
体
験
を
伝
え
ら
れ
る
の
は
冤

罪
の
最
前
線
に
い
た
あ
な
た
だ
け
」
と
言

わ
れ
（「
中
日
」）、
報
道
の
人
権
侵
害
を

題
材
に
自
分
の
体
験
を
講
演
で
語
っ
て
き

た
。長
野
の
友
人（
元
放
送
局
記
者
）は「
失

敗
を
含
め
て
共
有
す
る
こ
と
が
市
民
の
財

産
」
と
今
年
初
め
て
語
る
会
を
開
い
た
▼

2
人
は
も
は
や
現
役
で
は
な
い
。
今
も
当

時
の
報
道
に
向
き
合
い
、
苦
い
教
訓
を
伝

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
過
ち
を
認
め
て
公

に
語
る
に
は
覚
悟
と
勇
気
が
い
る
。「
正

し
く
伝
え
る
」
こ
と
へ
の
思
い
の
深
さ
と

そ
の
気
概
に
敬
服
す
る
。

水 紋
『正しく伝える』

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正

出前講座 74 講座に対応
出前講座は、身近な問題や市政のことを

「知る」「学ぶ」講座で、市職員が講師を
務めます。市のまちづくり、健康づくり
や防災など、74 の講座があり、内容は各
コミュニティセンター、市ホームページ
等で確認できます。
対象 　 市内に在住・在勤・在学する、概

ね 10 人以上で構成される団体
派遣時間　午前 9 時～午後 9 時 (1 回２
時間以内 )
派遣場所　市内（会場手配・準備等は主
催者が実施）

学び Eye はしまの配付方法を変更
全戸配布➡自治会回覧

「学び Eye はしま」は、市で行う生涯学
習事業や関係機関のイベント・講座等を
まとめた情報誌です。今年度より、配布
方法が全戸配布から自治会回覧に変わり
ます。7 月末から回覧しています。
問い合わせ先　生涯学習課（内線 6133）
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「わたしの主張 2024」羽島市大会が 6月 15 日に開かれました。

市内中学校・義務教育学校から選ばれた 10 人が出場し、

人との関わりの中で感じたこと、身近な体験から気づいた課題への提案など、

それぞれの視点に基づいた主張が発表されました。優秀賞作品を紹介します。

「英語で簡単な自己紹介をしてください。」そう言われ
たとき、多くの人が名前や出身地、誕生日などを英語
で話すことができると思います。しかし、「手話で簡
単な自己紹介をしてください。」そう言われて、手話
で話すことが出来る人は少ないのではないでしょうか。
私が初めて手話に興味を持ったのは、小学生の頃でし
た。総合の時間にろう者の方が学校に来てくださって、
手話で歌を歌うという内容の授業でした。そのとき私
は初めて手話をしました。手話をしてみて、難しいと
ころも沢山あるけどジェスチャーみたいで面白いな、
そんな感想を持ったのを覚えています。その授業の中
で私が一番印象に残っているのは、手話でする拍手で
す。手話の拍手は、音がきこえないというろう者の方
や、きこえづらい難聴の方でも伝わるように、手を叩
いて音を出すのではなく、手首を回転させてひらひら
と動かすのです。それを知ったとき、手話ってすごい
と思いました。音や声がきこえなくても人とコミュニ
ケーションがとれる、人と会話する手段は声だけでは
ないのだ、と気がつくことができたのです。
私が、手話を覚えようと思ったのは、最近のことです。
ある時ＳＮＳを見ていると、ろう者の方が何かを手話
で話している動画が目に止まりました。字幕があった
ので、それを読めば内容を理解することはできました。
しかし、手話だけを見ると何を話しているのか全然分
かりませんでした。そのとき、もし何かに困っている
ろう者の方を見かけたときに、助けになりたいと思っ
ても話の内容が理解できなかったら、と考えました。
考えてみると、手話を覚えて話せるようになりたいと
いう答えにたどり着きました。これが、私が手話を勉
強しようと思ったきっかけです。それから私は、まず
指文字を覚えました。手話を勉強するためには最初に
指文字を覚えるといい、ということをインターネット
で調べたからです。指文字を覚えた後には、挨拶に使
える手話を覚えました。少しずつだけど出来る手話が
増えていくことには大きな喜びがありました。まだ会
話ができるほどではないけれど、自己紹介ができるく
らいまでの手話を覚えることができました。今も私は
手話を勉強しています。

手話を勉強していると気づくことがあります。それは、
ろう者の方が日常生活で不便なことがあるということ
です。厚生労働省が行った調査によると、「外出時に電
車で事故があった際、放送のみだと分かりづらい。電
光掲示板にテロップで流してほしい。」といった意見
がありました。他にも、病院などの待ち時間に名前を
呼ばれても気づけない、人と話すときには周りの人が
何を話しているのか分からず話に入れない、話しかけ
られても気づくことができず無視していると勘違いさ
れてしまう、ということがあるそうです。このように、
ろう者の方は日常生活で不便に感じることがあること
に気がつくことができました。
はじめに話したように私は今、手話で話すことのでき
る人が少ないと思います。確かに、多くの人は日常で
ろう者の方と関わることが少ないので、これが理由だ
と思います。しかし、日常で外国人の方とあまり関
わることがなくても英語を勉強するように、手話も少
しずつ勉強する人が増えていったらいいなと思います。
そして聞こえる人、聞こえない人、という関係なしに、
みんなが誰とでもコミュニケーションがとれる、そん
な社会になっていったらいいなと願っています。

羽島中学校

野
の だ

田 侑
ゆ う り

里さん

わたしの主張 2024

手話でつながる社会へ手話でつながる社会へ

当日の様子
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「いつも、心に置いていることはありますか？」
職場体験先の病院で、私が看護師さんに尋ねると、こ
う答えてくれました。

「大切にしているのは、悩みを抱えている人の話を、〝逃
げずに〟聴くこと。心配なことを話してもらうことで、
その人自身も、不安が和らぐかもしれないからね。」
この言葉をきっかけに、私は、「話を聴く」というこ
との意味を、考える様になりました。
皆さんは、「相談に乗る」って、どういうことだと思い
ますか？簡単に言うと、「相手が悩んでいることや困っ
ていることに対し、話を聴き、自分なりに助言したり
すること」です。しかし、私は疑問に思います。相談
されたことに対して、自分の意見を言うことが、本当
に、相手を安心させることに繋がるのでしょうか。悩
んでいる人や困っている人の中には、相手からの意見
を求めている訳ではなく、ただ聴いて欲しい、と思っ
ている人もいるのではないでしょうか。実際、私がそ
う感じた出来事がありました。
以前私は、仲の良かった友達から直接言われた言葉に、
傷付き、悩んでいたことがありました。友達との繋が
りを断ち切られたかの様で、言葉の棘が胸に突き刺さ
り、自分がどうするべきなのか、分かりませんでした。
今抱えているこの気持ちを、誰かに聴いて欲しい――
そう思っていた私は、母に話してみました。母は、真
剣に、そして時に相槌を打ちながら、私の話を聴いて
くれました。自分の考えを、言葉にして伝えてみたこ

とで、私自身も、自分がどうしたいのか、気持ちを整
理することが出来、少し心が落ち着きました。その時、
私は思いました。何かに悩んだり、苦しんだりしてい
る時、一番大切なのは、ただ傍にいて、共感し、話を
聴いてくれる〝誰か〟の存在なのかもしれない、と。
今
こんにち

日、ＳＮＳでのやり取りが特に活発化している為
に、悪口や、根拠のない嘘で、人の名誉や人格を傷付
ける、「誹謗中傷」が大きな問題となっています。誹
謗中傷ホットラインが、2023 年の一年間に受けた連
絡件数は、2,465 件。前年より、313 件も増えていま
す。顔が見えない相手から送られてきた言葉に、深く
傷付き、追い詰められた人は、自分の思いを一人で抱
え込んでしまい、心が苦しかったかもしれません。ス
マホなどの電子機器を挟んで、人と人が間接的に関わ
ることが増えた現代社会では、相手の思いに触れにく
くなってしまっています。誰にも打ち明けることが出
来ずに困っている人の、見えない心の苦しい声に、も
しも、近くにいる人が気付くことが出来たら、心の傷
が深くなってしまう前に、その人を助けることが出来
るかもしれません。
看護師さんの言葉にある様に、「心の声に耳を傾けて、
話を聴くこと」は、誰かが一人で抱え込んでいる、苦
しい思いを、軽く出来るはずです。傍にいて、話を聴く。
そして、相手の心に真っ直ぐ向き合う。それは、「人に
寄り添う」ということに繋がっていきます。人と人が、
お互いの思いを聴き、支え合うことが出来れば、私達
が生きるこの社会は、人の痛みにも、温もりにも、気
付ける社会になっていくと思うのです。
この先、どんな道を進んでいくとしても、周りの人の
力になりたい、という思いは、これからもずっと変わ
らず、私の心の中にあり続けると思います。沢山の人
と関わっていく中で、悩みや不安を抱えている人が
いたら、私は、その人の傍にいて、話を聴くことで力
になりたいです。そしてどんな時も、その人の背中に、
そっと手を置ける存在でありたいです。もし、あなた
の周りに、悩み、苦しんでいる人がいて、どうすれば
力になれるか分からない時には、こう声を掛けてみて
下さい。「大丈夫？いつでも話を聴くよ。」と。

中島中学校

足
あ し な

名 美
み お ん

音さん

「心の声に耳を傾けて」「心の声に耳を傾けて」

羽島中学校　遠藤　唯、野田侑里

竹鼻中学校　瀨川　優、番　美妃

中央中学校　坂本　椛、木村大駕

中島中学校　足名美音、野村琉花

桑 原 学 園　黒田菜々美、木俣妃菜　（敬称略）

発
表
者



　
令
和
6
年
10
月
診
療
分
か
ら
、
高
校
生

世
代
（
18
歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末
）

も
保
険
診
療
分
の
医
療
費
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
8
月
中
に
案
内
を
送
付
し

ま
す
。
案
内
が
届
い
た
ら
８
月
30
日
ま
で

に
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
こ
ど
も
）
の

交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
９
月
中
に

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
こ
ど
も
）
を
送

付
し
ま
す
。

　
中
学
生
（
平
成
21
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
）
ま
で
の
人
は
す
で
に
お
持
ち
の
受

給
者
証
を
引
き
続
き
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
（
内
線
２

２
６
７
）

　

市
へ
の
企
業
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
、

進
出
を
希
望
す
る
企
業
に
提
供
す
る
物
件

情
報
を
募
集
し
ま
す
。

　
売
却
や
賃
貸
を
検
討
し
て
い
る
一
定
規

模
以
上
の
土
地
・
建
物
を
持
ち
、
物
件
情

報
の
提
供
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
類

を
商
工
観
光
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
物
件
に
関
す
る
交
渉
や
契
約
は

当
事
者
間
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市

は
情
報
提
供
の
み
を
行
い
、
交
渉
や
契
約

に
は
関
与
せ
ず
、
一
切
の
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

募
集
す
る
物
件

・ 

１
区
画
の
面
積
が
１
０
０
０
㎡
以
上
の

土
地

・ 

延
床
面
積
が
２
０
０
㎡
以
上
の
事
業
用

建
物

・ 

１
区
画
の
土
地
面
積
が
１
０
０
０
㎡
以

上
ま
た
は
建
物
の
延
床
面
積
が
２
０
０

㎡
以
上
の
建
物
付
き
土
地

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
（
内
線
２

６
１
４
）

　
　

　
熱
中
症
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
冷
房

設
備
を
有
し
、
一
定
の
空
間
を
確
保
で
き

る
場
所
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し

て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
７
月
12
日
に
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
に
係
る
覚
書
を
株
式
会
社
バ
ロ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
締
結
。
バ
ロ
ー
羽

島
イ
ン
タ
ー
店
を
新
た
に
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
に
追
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
市
施
設
と
し
て
市
役
所
、

図
書
館
、
市
民
会
館
、
不
二
羽
島
文
化
セ

ン
タ
ー
、
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
５
施
設

を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
に
気
を
付
け
、
暑
い
日
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課
（
内
線
２

１
２
２
）

児
童
扶
養
手
当

　
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間　
８
月
１
日
～
30
日

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
２
5
２
５
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害
者
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
、
経
過
的
福
祉
手
当

　
所
得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間　
８
月
9
日
～
９
月
11
日

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
（
内
線
２
5
１

２
）

　
消
火
栓
の
上
や
防
火
水
槽
の
取
水
部
に

違
法
駐
車
が
あ
る
と
、
消
火
栓
か
ら
給
水

で
き
ず
、消
火
活
動
に
支
障
を
来
し
ま
す
。

　
消
防
水
利
付
近
で

の
駐
車
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
羽

島
消
防
署
☎
（
３
９

２
）
２
９
９
３

　
市
営
斎
場
は
、
８
月
１
日
か
ら
友
引
の

日
が
休
場
日
と
な
り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
火
葬
の
受
付
業
務
は
平
常
通
り

行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
事
業
課
（
内
線
2

１
９
２
）

　
市
税
な
ど
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
開
始
さ
れ
る
期
の
納
期
限
の
40
日
前
ま

で
に
、
市
内
に
あ
る
金
融
機
関
ま
た
は
市

外
に
あ
る
同
金
融
機
関
本
支
店
、
市
役
所

担
当
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

預
貯
金
口
座
に
ご
使
用
の
印
鑑
、
通
帳
、

納
税
（
納
入
）
通
知
書

（
10
行
）

手
当
を
受
け
て
い
る
人
は

届
出
が
必
要
で
す

消
防
水
利
付
近
は
駐
車
禁
止

　
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
は
、
保

険
料
の
免
除
や
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
全
額

納
付
し
た
場
合
と
比
べ
、
受
給
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
「
追
納
制
度
」

を
利
用
し
、
免
除
等
期
間
の
保
険
料
を
そ

の
期
間
か
ら
10
年
以
内
に
納
め
る
こ
と

で
、
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
保
険
料
の
免
除

等
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
の
追
納
の
場
合
に
は
、
当
時
の

保
険
料
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
岐
阜
南
年
金

事
務
所
☎
（
２
７
３
）
６
１
６
１
ま
た
は

保
険
年
金
課
（
内
線
２
２
６
３
）

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
災
害
に
よ
り
損

害
を
受
け
た
と
き
や
、
失
業
な
ど
で
収
入

が
著
し
く
減
少
し
て
生
活
が
困
難
に
な
っ

た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
医
療
機
関
を

受
診
し
た
際
に
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担

金
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
世
帯
の
状
況
等

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課（
内

線
２
２
６
２
）

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
限
は
８
年
と

計
量
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
交
換
は
、
経
営
課
が
委
託
し
て
い
る
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が
無
料
で
行

い
ま
す
。
ご
不
在
の
場
合
で
も
交
換
作
業

を
行
い
ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
上
や
周
り
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

交
換
の
日
程

９
月
６
日
～
30
日
＝
江
吉
良
町
、
上
中
町

（
中
、
一
色
、
沖
）、
足
近
町
（
坂
井
）、

小
熊
町
（
外
粟
野
）、
福
寿
町
（
本
郷
）、

舟
橋
町

10
月
８
日
～
31
日
＝
足
近
町
の
一
部
、
正

木
町
（
曲
利
）

※
指
定
地
域
外
で
も
メ
ー
タ
ー
の
使
用
年

数
に
よ
り
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
。

水
道
関
係
の
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

　

上
下
水
道
部
職
員
や
検
針
員
等
を
装

い
、
水
質
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
口
実
に

し
た
悪
質
な
訪
問
販
売
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
経
営
課
（
内
線
２
１
６

３
）

　

交
通
事
故
な
ど
で
第
三
者
（
加
害
者
）

か
ら
傷
害
を
受
け
て
治
療
を
受
け
る
場

合
、被
害
者
に
重
大
な
過
失
が
な
い
限
り
、

加
害
者
が
治
療
費
を
負
担
し
ま
す
。
し
か

し
、
加
害
者
が
経
済
的
な
理
由
等
で
費
用

を
支
払
え
な
い
場
合
、
結
果
的
に
被
害
者

が
迷
惑
を
被
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
で

は
、
こ
う
し
た
場
合
に
加
害
者
に
代
わ
っ

て
治
療
費
を
立
て
替
え
、
後
で
加
害
者
か

ら
返
済
し
て
も
ら
う
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
国
民
健
康
保

険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
を
適
用
し
た

い
と
き
は
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
書
類　
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
被

害
届
、
承
諾
書
、
同
意
書
、
誓
約
書
、
事

故
発
生
状
況
報
告
書
、
事
故
証
明
書

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課

（
内
線
２
２
６
２
・
２
２
６
７
）

　
農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
の
把
握

と
発
生
防
止
、
違
反
転
用
防
止
の
た
め
、

市
内
を
巡
回
す
る
利
用
状
況
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
農
地
へ
の
立
ち
入
り
の
際
は
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
遊
休
農
地
は
、
近
隣
の
農
地
や
住
民
に

迷
惑
が
掛
か
り
ま
す
。
所
有
者
や
耕
作
者

は
、農
地
を
適
正
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
内
線
２
６
３
２
）

　
台
風
接
近
時
も
、
原
則
ご
み
の
収
集
を

行
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
ご
み
の

収
集
を
中
止
し
ま
す
。

・ 

収
集
経
路
の
道
路
冠
水
に
よ
り
作
業
が

で
き
な
い
場
合

・ 

暴
風
等
で
ご
み
収
集
車
や
作
業
員
が
大

き
な
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
場

合問
い
合
わ
せ
先　

環
境
事
業
課
（
内
線
２

１
９
２
）

　
各
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
地
域
の
集

積
場
へ
午
前
8
時
ま
で
に
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
資
源
物
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
へ
は
営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

営
業
時
間　
午
前
9
時
～
正
午
、
午
後
1

時
～
午
後
4
時

休
館
日　
毎
週
月
・
火
曜
日
、
年
末
年
始

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
事
業
課
（
内
線
２

１
９
２
）

交
通
事
故
な
ど
で
保
険
証
を

使
う
と
き
は
事
前
に
届
け
出
を

今月の休日窓口業務 8 月 11 日（日）・25 日（日）午前 8 時 30 分～正午（市民課・保険年金課・税務課・収納課）

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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国
民
健
康
保
険 

災
害
・
失
業
は

一
部
負
担
金
を
減
免

水
道
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交
換

月
の

お
し
ら
せ

８国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

農
地
利
用
状
況
調
査
の
実
施

口座振替ができる市税・料 問い合わせ先
 個人市県民税（普通徴収） 税務課（内線 2237）
 固定資産税・都市計画税 税務課（内線 2234）
 軽自動車税（種別割） 税務課（内線 2232）
 水利地益税 税務課（内線 2234）
 国民健康保険税（普通徴収） 保険年金課（内線 2265）
 介護保険料（普通徴収） 高齢福祉課（内線 2554）
 後期高齢者医療保険料（普通徴収） 保険年金課（内線 2267）
 水道料金・下水道使用料 上下水道部

経営課（内線 2162） 下水道受益者負担金

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で

または 収納課（内線 2243）

高
校
生
世
代
も
医
療
費
無
料

受
給
者
証
交
付
申
請
を

誘
致
の
促
進
を
図
る

企
業
立
地
物
件
募
集

熱
中
症
に
注
意 

施
設
を
活
用

友
引
は
市
営
斎
場
が
休
場
に

台
風
接
近
時

ご
み
収
集
は
通
常
通
り

資
源
物
は
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
へ
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急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
救
急
車
を
呼
ぶ
べ

き
か
、す
ぐ
に
病
院
に
行
く
べ
き
か
な
ど
、

判
断
に
迷
っ
た
時
は
救
急
電
話
相
談
窓
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
24
時
間
３
６
５
日
、
専
門
の
相
談
員
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

携
帯
電
話
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
☎
＃
７
１
１

９

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話
☎
（
２
６
５
）

０
0
０
９

※
緊
急
性
が
あ
る
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１

９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
救
急
指
令
課

☎
（
３
９
２
）
2
６
０
１

　
８
月
は
市
県
民
税
、国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料

の
納
付
月
で
す
。
納
期
限
は
９
月
２
日
㈪

で
す
。 税

・
料
の
納
付

高額療養費は、同じ月内に同一医療機関で支払った金額（保険適用
分）が自己負担限度額（下表）を超えた場合、超えた金額を支給す
る制度です。国民健康保険加入者で高額療養費に該当する人には、
診療月の約 2 カ月後にお知らせしますので、申請をしてください。
ただし、申請手続簡素化申請書を提出した人は除きます。
70 歳未満の人は、同じ世帯で、同じ月内に 21,000 円以上の自己
負担額を 2 回以上支払った場合は、合算して限度額を超えた部分
を支給します。
同一医療機関でも、医科・歯科・外来・入院は別計算となります。
申請に必要なもの　国民健康保険被保険者証、医療機関等の領収書、
振込口座が分かるもの、本人確認書類、個人番号が分かるもの
申請・問い合わせ先　保険年金課（内線 2263）

高額療養費の申請

70
歳
未
満
の
人

区分 自己負担限度額

年間所得 901 万円
超え（ア）

252,600 円 +（総医療費 -842,000 円）× 1％
（※ 140,100 円）

年間所得 600 万円
超 901 万円以下（イ）

167,400 円 +（総医療費 -558,000 円）× 1％
（※ 93,000 円）

年間所得 210 万円
超 600 万円以下（ウ）

80,100 円＋（総医療費 -267,000 円）× 1％
（※ 44,400 円）

年間所得 210 万円
以下（エ）（住民税
非課税世帯除く）

57,600 円（※ 44,400 円）

住民税非課税世帯（オ） 35,400 円（※ 24,600 円）

高額療養費の自己負担限度額（月額）

70
　
歳
　
～
　
74
　
歳
　
の
　
人

区分
自己負担限度額

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）
課税所得 690 万円以上

（現役並みⅢ）
252,600 円 +（総医療費 -842,000 円）× 1％

（※ 140,100 円）
課税所得 380 万円以上
690 万円未満

（現役並みⅡ）

167,400 円 +（総医療費 -558,000 円）× 1％
（※ 93,000 円）

課税所得 145 万円以上
380 万円未満

（現役並みⅠ）

80,100 円＋（総医療費 -267,000 円）× 1％
（※ 44,400 円）

課税所得 145 万円未満
で低所得Ⅰ・Ⅱ以外
の人（一般）

18,000 円
（年間 144,000 円上限）

57,600 円
（※ 44,400 円）

低所得Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得Ⅰ 8,000 円 15,000 円

※ 過去 12 カ月の間に 4 回以上高額療養費の支給があった場合の 4 回　
目以降の額

年間所得：総所得金額等から基礎控除額を差し引いた額
低所得Ⅱ： 同一世帯の世帯主および国保加入者が住民税非課税の人で、

低所得Ⅰ以外の人
低所得Ⅰ： 同一世帯の世帯主および国保加入者が住民税非課税の人で、

その世帯の各所得が必要経費・控除を差し引いたときに 0
円となる人

急
な
症
状
・
ケ
ガ
で
迷
っ
た
ら

救
急
電
話
相
談（
＃
７
１
１
９
）

「子どもの人権 110 番」強化週間
友だちからのいじめや SNS に悪口を書き
込まれた、その他だれにも打ち明けること
ができない悩みをお聞きします。
☎ 0120（007）110
期間　8 月 21 日～ 27 日
時間　平日▶午前 8 時 30 分～午後 7 時
　　　土・日曜日▶午前 10 時～午後 5 時

子どもの人権 SOS ミニレター
岐阜地方法務局では、いじめ、体罰、虐待
等の問題に対する活動として、県内の児童・
生徒に「子どもの人権 SOS ミニレター」
を配布しています。
ミニレターを通して、悩みを人権擁護委員
や法務局職員に相談できます。困ったこと
があれば、ご相談ください。
問い合わせ先　子どもの人権 110 番
　　　　　　　☎ 0120（007）110



交
通
指
導
員

　
交
通
安
全
教
室
や
学
校
登
下
校

時
の
街
頭
指
導
を
行
う
交
通
指
導

員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
８
月
１
日
～
20
日

●
任
用
期
間
＝
10
月
１
日
～
令
和

７
年
３
月
31
日　
●
申
し
込
み
方

法
＝
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込

む　
●
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
し
く
は
生
活
安

全
課
（
内
線
２
１

５
２
）
へ

●
人
員
＝
40
人
程
度　
●
内
容
＝

調
査
票
の
配
布・収
集
、関
係
書
類

の
作
成
な
ど　
●
資
格
＝
税
務
・

警
察
・
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い

人　
●
任
期
＝
12
月
上
旬
～
令
和

７
年
３
月
中
旬　
●
申
込
期
限
＝

８
月
30
日
㈮　
●
詳
し
く
は
、
総

務
課
（
内
線
２
３
５
４
）
へ

幼
児
向
け
英
語
遊
び

●
日
時
＝
8
月
21
日
㈬
午
前
10
時

30
分
～
11
時
15
分　
●
場
所
＝
資

源
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド　
●
定
員

＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
20
組　

●
参
加
料
＝
会
員
無

料
、
非
会
員
５
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

●
日
時
＝
８
月
１
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～
正
午
（
15
日
㈭
は
中
止
）

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　
子
ど
も
を
対
象
に
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

●
日
時
＝
８
月
10
日
㈯
・
24
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

図
書
館
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

●
日
時
＝
８
月
18
日
㈰
午
前
10
時

～
正
午

不
要
図
書
の
再
利
用
に
ご
協
力
を

　
図
書
館
で
は
、
家
庭
で
不
要
に

な
っ
た
本
を
引
き
取
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
開
館
＝
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
８
月
27
日
㈫
以
降
は
、
午
前
10

時
～
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
８
月
５
日
㈪
・
13
日

㈫
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪
、
9
月
２

日
㈪

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

　
各
地
区
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
８
月
４
日
㈰
午
前
６
時

30
分
～　
●
場
所
＝
各
地
区
の
会

場　
●
詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
（
内
線
６
１
３
８
）
へ

企
画
展
「
映
画
監
督　

神
山
征
二

郎
の
軌
跡
展
」

●
期
間
＝
９
月
16
日
㈪
ま
で

映
画
の
集
い
「
一
心
太
助　

男
の

中
の
男
一
匹
」

●
日
時
＝
８
月
10
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
２
時
～

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
ペ
ー
パ
ー

リ
ー
フ
で
つ
く
る
夏
の
風
物
詩
モ

ノ
・
コ
ト
！
」
展

●
期
間
＝
９
月
１
日
㈰
ま
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
夏
休
み
の
作

品
を
つ
く
ろ
う
」

●
日
時
＝
８
月
３
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　
●
材
料
費
＝

５
０
０
円

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
８
月
５
日
㈪
・
13
日

㈫
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪
、
9
月
２

日
㈪

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

糖
尿
病
教
室
・
相
談
会

●
日
時
＝
８
月
19
日
㈪
午
後
２
時

～
３
時　
●
テ
ー
マ
＝
「
体
力
測

定
と
座
っ
て
で
き
る
体
操
」「
お

菓
子
や
ア
ル
コ
ー
ル
と
の
付
き
合

い
方
」　

●
場
所
＝
市
民
病
院
診

療
棟
３
階
講
義
室　
●
参
加
無
料　

●
詳
し
く
は
、
市
民
病
院
☎
（
３

９
３
）
０
１
１
１
へ
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♨今月の羽島温泉の休館日　8 月 5 日（月）・15 日（木）・26 日（月）

ガイド
  月の８

催

し

 

市
民
病
院

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

 

会
計
年
度
任
用
職
員

 

図
書
館

 

国
際
交
流
協
会

 

ラ
ジ
オ
体
操 

総
参
加
の
日
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募

集

子どもの創意工夫を凝らした作品や、自由な発想で表
現された絵画を展示します。
日時　9 月 7 日（土）・8 日（日）午前 9 時～午後 4 時
場所　不二羽島文化センター展示室円空
　　　（児童生徒科学作品展は 301 会議室）
問い合わせ先
県発明協会羽島支会事務局（商工観光課内・内線2612）
児童生徒科学作品展は学校教育課（内線 6351）

 

農
林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
員

6565 歳以上が対象歳以上が対象　　脳の健康教室脳の健康教室
簡単な読み書きと計算のテキストで、認知症を予防しましょう。簡単な読み書きと計算のテキストで、認知症を予防しましょう。
期間期間　9 月から 1 月までの毎週水曜日（祝日・年末年始を除く）　9 月から 1 月までの毎週水曜日（祝日・年末年始を除く）
時間時間　午後１時 30 分または午後２時 20 分開始（１人 40 分間）　午後１時 30 分または午後２時 20 分開始（１人 40 分間）
場所場所　不二羽島文化センター　不二羽島文化センター
受講料受講料　2,200 円× 5 カ月分（教材費含む）　2,200 円× 5 カ月分（教材費含む）
申込期限申込期限　8 月 16 日（金）（先着 20 人）　8 月 16 日（金）（先着 20 人）
問い合わせ先問い合わせ先　高齢福祉課（内線 2556）　高齢福祉課（内線 2556）

甲種防火管理新規講習
事業所に必要な防火管理者の資格取得講習を行います。事業所に必要な防火管理者の資格取得講習を行います。
実技講習日時　実技講習日時　11 月 20 日（水）午前 10 時～ 11 時11 月 20 日（水）午前 10 時～ 11 時
e ラーニング受講期間　e ラーニング受講期間　11 月 5 日～ 18 日11 月 5 日～ 18 日
場所　場所　市消防本部市消防本部
費用　費用　テキスト代・送料込み　4,745 円テキスト代・送料込み　4,745 円
申込期間　申込期間　9 月 5 日～ 18 日9 月 5 日～ 18 日　　定員　　　定員　48 人48 人
問い合わせ先　問い合わせ先　消防本部予防課☎（392）4579消防本部予防課☎（392）4579

6565歳以上とその歳以上とその支援者支援者が対象が対象　　シニアカレッジ
住み慣れた地域でいつまでも元気に過ごすために、健康について住み慣れた地域でいつまでも元気に過ごすために、健康について
学び健康長寿を目指します。今回は認知症 VR 体験を行います。学び健康長寿を目指します。今回は認知症 VR 体験を行います。
日時日時　8 月 27 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時　8 月 27 日（火）午後 1 時 30 分～ 3 時
場所場所　羽島市役所 3 階会議室　羽島市役所 3 階会議室
参加料参加料　無料　　　無料　　定員定員　先着 30 人　先着 30 人
問い合わせ先問い合わせ先　高齢福祉課（内線 2556）　高齢福祉課（内線 2556）

応急手当普及員講習
心肺蘇生法、AEDの取り扱い方法、異物除去法、止血法等の知識・技術を心肺蘇生法、AEDの取り扱い方法、異物除去法、止血法等の知識・技術を
習得し、普通救命講習を開催することができる指導者を養成する講習です。習得し、普通救命講習を開催することができる指導者を養成する講習です。
日時　日時　10 月 12 日～ 14 日　午前 9時～午後 6時（3日間の受講が必要）10 月 12 日～ 14 日　午前 9時～午後 6時（3日間の受講が必要）
場所　場所　市消防本部市消防本部
費用　費用　テキスト代（5,000 円程度）テキスト代（5,000 円程度）
申込期限　申込期限　9 月 20日（金）9月 20日（金）
問い合わせ先　問い合わせ先　消防本部救急指令課☎（392）2601消防本部救急指令課☎（392）2601

手づくり絵本コンクール 作品募集
世界で１冊の、手づくりの絵本をつくってみませんか？世界で１冊の、手づくりの絵本をつくってみませんか？
対象　対象　市内在住・在学の小・中学生市内在住・在学の小・中学生
応募期間　応募期間　8 月 27 日～ 9 月 13 日8 月 27 日～ 9 月 13 日
応募方法　応募方法　学校または図書館へ作品を提出学校または図書館へ作品を提出
問い合わせ先　 問い合わせ先　 図書館☎（392）2270図書館☎（392）2270

LINE 公式アカウント
@hashimacity

友だち追加
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日　時　11 月 24 日（日）午後 2 時～

入場料　全席指定席 6,600 円
（当日同額・税込・未就学児入場不可）

チケット販売日
電話予約  8 月 24 日（土）午前 9 時～
来館販売  8 月 25 日（日）午前 9 時～
※友の会会員は 3 週間前から予約販
　売を開始します。

休館日　8 月 6 日 (火)・13 日 (火)・20 日 (火)・27 日 (火)

羽島市制施行 70 周年記念
三山ひろしコンサート 2024

～熱唱！熱演！うた語り～

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。
●場合により中止になることがあります。

種別 相談日 時間
行政相談 9 月 5 日 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 8 月 23 日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00
年金・社会保険

労働相談（予約制） 9 月 2 日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制） 8 月16 日、9 月 6 日 13：00~16：00

人権相談 8 月 8 日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 8 月 7 日、9 月 4 日 13：00~16：00

空き家相談
（予約制） 9 月10 日 14：00~16：00

不動産相談
（予約制） 8 月 21日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 8 月 28 日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 8 月 20 日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月・火・木・金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

市内に本社（法人でない場合は事業所）があり、
子育てを支援している企業を、「子育て支援企業」
として認証します。家庭と仕事の両立支援・地域
での子育てを支援している企業はご応募くださ
い。申請書様式は市ホームページからダウンロー
ドできます。
募集期間　8 月１日～ 9 月 30 日
問い合わせ先　子育て・健幸課（内線 2522）

information+
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎ (393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp

問い合わせ先　市民総合相談室（内線 2532）

子育て支援企業を募集
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今回は本巣市を紹介！

本巣市には、上保地内に「上保本郷遺跡」があります。
この遺跡は、船来山南麓の扇状地上に広がる遺跡で、東海環
状自動車道建設に伴い、平成 27 年から 29 年まで発掘調査が
行われました。調査の結果、坩

る つ ぼ
堝 や鞴

ふいごはぐち
羽口、鉄

てっさい
滓、砥

と い し
石といっ

た鍛冶に関わる遺物が出土しました。
今回の企画展では出土品の一部
を展示します。会場となる古墳
と柿の館には、東海地方最大級
の船来山古墳群から出た出土品
も展示していますので、当時の
文化や生活を想像し、歴史ロマ
ンを感じてみませんか。
日時　9 月 21 日～ 11 月 17 日　午前 9 時～午後 4 時
場所　富有柿の里　古墳と柿の館（本巣市上保 1-1-1）
施設休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
入館料　大人 300 円、小・中・高校生 100 円
問い合わせ先　本巣市役所社会教育課☎（323）7764

岐阜連携都市圏を知ろう！

歴史ロマンを感じる！
「上

か み の ほ

保本
ほ ん ご う

郷遺跡」企画展

鍛冶関連遺物

は
し
ま

愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　
今
年
の
４
月
、
人
口
戦
略
会
議
（
三
村
明

夫
議
長
、
増
田
寛
也
副
議
長
）
は
、
全
国
の

市
区
町
村
の
う
ち
４
割
超
に
わ
た
る
７
４
４

自
治
体
が
「
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

の
報
告
書
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
体
に
関
す
る
消
滅
可
能
性
の
試

算
は
、
２
０
１
４
年
５
月
、
日
本
創
成
会
議

（
増
田
寛
也
座
長
）
が
公
表
し
て
以
来
、
２

回
目
と
な
り
ま
す
。
日
本
戦
略
会
議
の
今
回

の
調
査
は
、
２
０
２
３
年
12
月
に
公
表
さ
れ

た
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に

よ
る
「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」
に

基
づ
い
て
分
析
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
分
析
で
は
、
全
国
１
７
２
９
自
治
体
を
４

つ
に
分
類
。
消
滅
可
能
性
自
治
体
に
は
、
20

歳
～
39
歳
の
女
性
人
口
が
、
２
０
５
０
年
ま

で
に
半
減
す
る
市
区
町
村
を
選
定
。
岐
阜
県

で
は
42
市
町
村
の
う
ち
、
８
市
７
町
１
村
の

16
自
治
体
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
生
率
が
低
く
、
他
地
域
か
ら
の
人
口
流

入
に
依
存
し
て
い
る
自
治
体
は
「
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
型
自
治
体
」
に
分
類
。
東
京
都
区
部

や
大
阪
市
、
京
都
市
等
の
25
自
治
体
が
該
当

し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
内
で
は
、
16
の
消
滅
可
能
性
自
治

体
以
外
で
は
、
美
濃
加
茂
市
が
将
来
も
若
年

女
性
が
５
割
近
く
残
る
「
自
立
持
続
可
能
性

自
治
体
」
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
要
因
は
、

外
国
人
人
口
の
増
加
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
全
国
で
も
、
自
立
持
続
可
能
性
自
治

体
は
全
体
の
３
・
８
％
に
あ
た
る
65
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　
羽
島
市
は
、
他
の
11
市
12
町
１
村
と
と
も

に
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
や
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー

ル
自
治
体
に
該
当
し
な
い
、
人
口
減
少
傾
向

の
「
そ
の
他
」
に
分
類
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
年
ぶ
り
に
公
表
さ
れ
た
、
消
滅
可
能
性

自
治
体
の
数
は
減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

子
育
て
施
策
の
充
実
や
、
官
民
連
携
に
よ
る

女
性
に
と
っ
て
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
環
境

の
改
善
等
も
、
出
生
率
向
上
の
即
効
薬
に
な

る
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
が
足
り
ま
せ
ん
。

　
２
０
１
８
年
～
22
年
の
自
治
体
別
の
合
計

特
殊
出
生
率
は
１
・
33
で
、
13
年
～
17
年
に

比
べ
、
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
ま

す
。
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
女
性
１
人
が
生

涯
に
産
む
子
ど
も
さ
ん
の
数
を
推
定
す
る
も

の
で
、
15
～
49
歳
の
女
性
の
年
齢
別
出
生
率

を
合
計
し
て
算
出
し
ま
す
。

　
単
年
で
み
た
岐
阜
県
の
出
生
率
は
、
１
９

７
５
年
が
２
・
０
で
し
た
。
30
年
後
の
２
０

０
５
年
に
は
１
・
37
ま
で
急
落
。
２
０
１
５

年
に
は
１
・
56
ま
で
持
ち
直
し
ま
し
た
が
、

22
年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
１
・

36
ま
で
下
落
し
ま
し
た
。

　

羽
島
市
の
出
生
率
も
、
岐
阜
地
域
や
西

濃
・
東
濃
の
自
治
体
と
同
様
に
低
下
し
て
い

ま
す
。
主
因
は
、
女
性
の
晩
婚
化
と
思
わ
れ

ま
す
。
近
年
、
羽
島
市
の
人
口
減
少
を
と
ど

め
て
い
た
の
は
、
市
外
か
ら
の
子
育
て
世
代

の
転
入
で
し
た
。
今
後
と
も
、
計
画
的
に
進

め
て
き
た
教
育
環
境
の
改
善
等
へ
の
取
り
組

み
を
、継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
岐
阜
市
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

圏
を
共
有
す
る
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
を
強

化
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す

る
機
能
集
約
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
118
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

「
子
育
て
・
教
育
施
策
で
人
口
維
持
」
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公の施設の指定管理者募集

指定管理者制度は、公の施設の設置目的を損なうことな指定管理者制度は、公の施設の設置目的を損なうことな
く、民間のノウハウや能力を活用することで多様化するく、民間のノウハウや能力を活用することで多様化する
市民ニーズに、より効果的、効率的に対応し、市民サー市民ニーズに、より効果的、効率的に対応し、市民サー
ビスの向上および経費の縮減を図ることを目的としていビスの向上および経費の縮減を図ることを目的としてい
ます。指定管理者の公募を実施し、管理運営について創ます。指定管理者の公募を実施し、管理運営について創
意工夫ある提案を募集します。意工夫ある提案を募集します。
指定管理期間指定管理期間　　令和 7 年 4 月～ 10 年 3 月令和 7 年 4 月～ 10 年 3 月
募 集 期 間募 集 期 間　　8 月 30 日～ 10 月 11 日8 月 30 日～ 10 月 11 日
申請受付期間申請受付期間　　9 月 27 日～ 10 月 11 日9 月 27 日～ 10 月 11 日
現 地 説 明 会現 地 説 明 会　　9 月中旬頃（施設ごとに行う）9 月中旬頃（施設ごとに行う）

施設名 担当課

 羽島市民会館・
 羽島市福祉ふれあい会館

羽島市民会館
▶総務課（内線 2354）

羽島市福祉ふれあい会館
▶福祉課（内線 2514）

 はしま福祉サポートセンター 福祉課（内線 2514）

 老人福祉センター 羽島温泉 高齢福祉課（内線 2552）

市民会館市民会館

はしま福祉サポートセンターはしま福祉サポートセンター

老人福祉センター羽島温泉老人福祉センター羽島温泉



行事名【対象者】 期日等 時間

乳幼児相談
【乳幼児】 8 月 22 日 (木)

9：00 ～ 11：30
（受付）

※計測のみは予約不要
離乳食教室（初中期）
【5 カ月前後の児】 8 月 20 日 (火) 9：45 ～ 10：00

（受付）

健康相談 随時 9：00 ～ 17：00

精神保健（こころ）の相談 8 月 26 日 (月) 13：30 ～ 15：30

胃・肺・大腸がん検診
【40 歳以上】

8 月 21 日 (水)、
9 月 8 日 (日)、

10月1日(火)・23日(水)

8：45 ～ 11：30
（受付）

乳がん・大腸がん検診
【40 歳以上の女性】

9月19日(木)・30日(月)、
10 月 11 日 (金)、
11 月 6 日 (水)

※ 9 月と 11 月 6 日は午前のみ

午前の部
9：10 ～ 11：30

午後の部
13：10 ～ 15：30

（受付）

胃内視鏡検査による
胃がん検診

（医療機関委託）
【50 歳以上】

令和 7 年 2 月 28 日(金)
まで

実施医療機関の診療
時間内です。詳細は
ホームページ（二次
元コード）からご確

認ください。大腸がん検診
（医療機関委託）

【40 歳以上】

子宮がん検診
（医療機関委託）

【20 歳以上の女性】

期日 医療機関 ( 医科・歯科 )

8 月 4 日
(日)

羽島整形外科・皮膚科（舟橋町）
☎（394）1511

たなかファミリー歯科（正木町）
☎（392）1158

8 月 11 日
(日)

渡邉医院（竹鼻町）
☎（392）2223

棚橋歯科医院（竹鼻町）
☎（391）7231

8 月 12 日
(月)

青山内科（竹鼻町）
☎（392）3821

第一河合歯科医院（竹鼻町）
☎（392）1567

8 月 18 日
(日)

浅野内科こどもクリニック（福寿町）
☎（393）2811

戸田歯科医院（竹鼻町）
☎（391）8354

8 月 25 日
(日)

あさこうクリニック（福寿町）
☎（391）1133

はま歯科医院（正木町）
☎（394）4662

9 月 1 日
(日)

あまきクリニック（竹鼻町）
☎（394）1278

広瀬歯科医院（正木町）
☎（391）5694

応募はコチラ

休日急病診療 診療時間
午前9時～午後2時

※必ず保険証を持参してください。
※ 事前に当番医に電話の上、受診してください。

症状により対応できない場合があります。対応
できない場合や時間外は羽島市民病院☎（393）
0111 の救急外来等に事前に電話の上、受診し
てください。その際は選定療養費が別途必要に
なる場合があります。

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間 40 分）　予約先　子育て・健幸課（内線 5302）

■人口 66,547 人（－ 256）・男 32,798 人・女 33,749 人
■世帯数 28,208 世帯（＋ 390） 令和 6 年 7 月 1 日現在
※（　）は前年同月との比較
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※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※事前予約制です。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※ 生活保護世帯の人はがん検診費用が無料のため、検診を受ける前に子育て・

健幸課へご連絡ください。
※子どもの健康診査・はみがき教室は個別に案内を郵送します。
※ 胃内視鏡検査による胃がん検診、乳がん検診、子宮がん検診は、令和 5 年

度に受診していない人が対象です。また、令和 5 年度に胃内視鏡検査によ
る胃がん検診を受診された人は、令和 6 年度に市が実施する胃がん検診は
受診できません。

問い合わせ先
子育て・健幸課（内線 5302）保健コーナー８月

父：小川直己さん　母：菜悠さん　〔竹鼻町〕

（
１
歳
２
カ
月
）

 

稟う

い絃
ち
ゃ
ん

父：堀田泰司さん　母：亜由美さん　〔竹鼻町〕

（
２
歳
３
カ
月
）

 
龍り

ゅ
う
が我

く
ん


